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沸騰通知システム「ぽこぽこ」作品名 人数 1人

　開発の背景と目的

　調理中にその場を離れるのは望ましくないが、荷物の受け取りやトイレなど、やむを得ず離れる場面もある。そ

こで、スマートフォンに沸騰を通知するシステムを開発し、調理の利便性と安心感を高めることを目指した。

● slackだけではなくLINEに通知を送るシステムの実装を予定している
● 沸騰の通知だけで無く安全性向上のため、自動的にコンロを停止する機能を追加する予定
● 計測がガスのみなので IHコンロでの計測を追加する予定

　今後の展望

　システム概要

　開発の工夫点

● 計測中に、今の水温が分かるように M5stack Core2に水温が分かるように表示するようにした
● 国民の8割が0~100ｍの高さで住んでおり、水が 99.4℃で沸騰するため少し手前で通知が来るよう 95℃

を超えると通知しするようにした。

　防水温度センサーで水温を測定し、沸騰（約 95℃）を検知すると、通知アプリ「 Slack」にリアルタイムで連絡しま

す。この通知を活用することで、調理中に別室にいても沸騰を確認できる。

　温度センサーには、 DS18B20を使用し、制御するマイコンにはＭ 5Stack Core2を使用した。
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　計測値
「もうすぐ沸騰」
と文字を送信

データの流れ

　　　　センサーの接続時　　　　　　　　計測中の画面      　　　　　　　　Slackの通知画面

計測結果

　有用性を確認するために水温計 (型番 HC-16085461)と
比較し、基本的には誤差は 1℃以内におさまった。 500mlの
やかんを計測した時に 2.4℃の誤差が検出されたが沸騰前
に通知を送ることができた。

表　計測時の「ぽこぽこ」と水温計の比較


